
令和元年度「ＮＰＯ共生・協働・かごしま推進事業」実施結果

自動車学校を活用した高齢運転者・近隣在住高齢者を対象にした脳若トレーニング事業

特定非営利活動法人介護予防で日本を元気にする会
男女共同参画局くらし共生協働課

実施主体

高齢者の関連する交通事故の割合が増加する中，16年連続で高齢者が全死者数の過半数
を占め，さらに高齢運転者が加害者となる交通事故が全国的に発生しており，高齢運転者を
対象とした交通事故防止対策に取り組むことが必要。

背 景

地域課題

○ 本県においては，公共交通機関が十分に発達しているといえない地域もあることから，そ
の地域に居住する高齢者にとっては日常生活における自動車の運転が不可欠。

○ 地域の高齢化や人口の減少等により，地域間の交流が疎遠になり，地域コミュニティを形
成するための場がなくなりつつある。



○ 高齢運転者等を対象とした交通事故防止のための認知機能トレーニング（脳若トレーニン
グ）講座を開催することにより，高齢運転者の交通事故防止に資する。

○ 講座の開催により参加者に通いの場を提供することにより，生活の質の向上ならびに習慣
の保持に資する。

○ 上記講座受講者の中から数名を選定し，居住する地域におけるコミュニティ形成の担い手
となる「生活支援サポーター」の養成を行うことで，当該サポーターを中心にした地域コミュニ
ティ形成の基盤を作り，地域で高齢者を支える仕組みづくりを行う。

事業のねらい

事業概要

各地域の自動車学校と連携し，県内５地域において，以下の
事業を実施。
１ 安全運転意識及び認知機能向上意欲啓発セミナー

（脳いきいきセミナー）
・ 実施回数：５回（１地域あたり１回）
・ 実施人数：計１５７名
２ 認知機能向上のためのトレーニング（脳若トレーニング）
・ 実施回数：６０回（１地域あたり１２回）
・ 実施人数：延べ９８８名
３ 地域生活支援サポーター養成講座
※ 指宿地域においてモデル事業として実施
・ 実施回数：３回
・ 実施人数：１５名

No 開催場所

1 空港自動車学校

2 鹿屋寿自動車学校

3 指宿中央自動車学校

4 出水自動車教習所

5 串木野自動車教習所
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○ 特定非営利活動法人介護予防で日本
を元気にする会（事業実施主体）
○ 男女共同参画局くらし共生協働課
（事業実施に係る助言，市との調整等）

○ 一般社団法人鹿児島県指定自動車教
習所協会 
（会場提供に係る自動車学校との調整）

協働の状況 今後の取組

○ 引き続き脳若トレーニングが継続して実
施できるよう，各市町村や自動車学校に対
して働きかけを行う。

○ 生活支援サポーターによる各地域での自
主的な活動に対する支援を継続する。

協働事業の感想

高齢者に対する交通事故防止対
策は自動車学校でも以前から取り
組んでいるところであり，更にこの
ような機会を設けていただいてあり
がたいとの話をいただいた。

これまで，高齢運転者に対する講
習会は実技や座学が主であり，認
知機能トレーニングの向上という視
点がなかったため，今後の施策の
参考となった。

自動車学校からの声 担当課からの声

○ 受講生一人一人の自己効力感の高まりが回を重ねるごと
に増していく様を見ることができた。
○ 物事を前向きに考えることができるようになり，その結果，
記憶力そのものが良くなったという声を多くいただいた。
○ 毎週の脳若ノート（課題ノート）のやりとりを通じ，認知症予
防には日々の積み重ねが大切ということを参加者ご本人や
ご家族も実感したようである。
○ 受講者のご家族からも「毎週脳若トレーニングに通うこと
で社交性が増し，運転に心配な面もあったが安全運転の意
識が出て，家族の話題として免許証返納についても話できる
ようになった」との話があった。
○ 地域作りの面からも集いの場を作り，一定期間同じ顔ぶ
れで活動することで，お互い様意識の形成が見られるととも
に，受講者のコミュニケーション力も向上した。
○ 全体的に注意分割機能や反射神経の向上が見られた。
また，免許証返納者に対する気配りや気遣いなどを含め

た認知症支援のマインドも醸成できた。
○ 「生活支援サポーター養成講座」においては，認知症の増
加に伴いこれから自分たちの地域におけるボランティア活動
の必要性や“自分のことは自分たち”でという自助互助の精
神を養えた。

成 果


